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    (a) 上面       (b) 下面         (c) 中央胴体内部 
図７．翼胴一体型構造部の 1/2 スケールモックアップ（樹脂３Ｄプリンタ製） 
 
翼胴結合部構造を他サブシステムから見てインターフェースが理解しやすい縮小三次元
模型（いわゆる樹脂製３Ｄプリンタによる造形）を製作した．図７(c)に示すように，胴体
中央部を貫通するように円筒タンク搭載部が確保でき，機器配置の自由度が大幅に向上し
た．これにより，フィレットにより高速飛行時の空力抵抗を減らす工夫も考慮されるとと
もに，図８の機器配置例に示すように，今後の搭載機器配置を見直す際の大きな制約が取
り除かれた． 
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図８．オオワシ２号機の搭載機器配置案 
 
４．まとめ 
 以上の検討の結果，図９に示すようにオオワシ２号機構造概念が固まったので，他サブ
システムとのインターフェース調整により次年度は一部実機部品の製作に取り掛かること
とする． 
 
図９．オオワシ２号機構造概念
